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総 人 員： 378名（H31年3月現在）
研究予算： 22.2億円（H30年度）

・再エネに関する我が国唯一の国立研究機関
・福島、宮城、岩手など被災地企業への支援
・地域、企業、大学、国際機関、等との
連携を重視

太陽光発電
500kW

風力発電
300kW

実験別棟

実証フィールド
スマートシステム研究棟

研究本館
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福島再生可能エネルギー研究所
（FREA）

※敷地面積：78,000㎡

福島

郡山

福島空港

いわき

会津若松

白河

福島県郡山市

資料３－３
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再生可能エネルギー研究センター
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水素技術に関する実証

3

郡山総合地方卸売市場での水素貯蔵・
利用システムの実証

移動式商用水素ステーション
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被災地企業等再生可能エネルギー
技術シーズ開発・事業化支援事業

平成30年度開始
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人材育成

地元の大学等から様々な制度で学生を受け入れ、最先端の設備や知見を活用した
研究開発（共同研究）への参画を通じ、将来の再生可能エネルギー分野を担う産業
人材を育成。

5

H30年度に東北、福島、岩手、会津各
大学、日大工学部など計16件の共同
研究を実施し学生を受け入れ。
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A大学

ＡＩＳＴ

B大学 C大学

小型OIL

ＦＲＥＡ

教授

RA

クロアポ
共同実施

全国再エネ技術力結集型
（FREA強化型）の再エネＯＩＬs

小型OIL小型OIL

再エネ優位技術α 再エネ優位技術β

AIST研究者

施設 企業

研究層を増強して将来、
企業を呼び込む

・FREAの研究体制の強化

サテライト
キャンパス

再エネ優位技術γ
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○ 再エネを取り巻く最新動向や「先駆けの
地」を目指す福島県の施策を紹介。

○ 太陽光・風力等の4分科会を設置し、専門講
座、ﾏｯﾁﾝｸﾞ等を実施。産総研との連携強化。

○ 首都圏で行われる展示会に会員企業で福島
パビリオン出展。

○ 福島県の公設試であるハイテクプラザで
技術指導を実施。

研究会総会、浮体式洋上風力セミナー 等 千葉洋上風力発電所見学会、水素に関する勉強会等

オールふくしまで再エネ世界展示会等へ出展 等 太陽光発電パネルの検査技術講習 等

研究会セミナー 分科会（太陽光・風力等）

展示会への出展 技術講習会

○ 福島県内の企業、大学等を会員とし、ネットワークの形成、共
同研究の検討など、関連産業集積に向けた情報共有、発信を行う。
（2012.7.26設立）

入会団体 約750企業・団体

福島県連携
再生可能エネルギー関連産業推進研究会
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海外機関との研究交流

国際連携

8

Oceania

SIRFN

ASIA/
PACFIC
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